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ホームページでも議会の情報をご覧いただけます。 豊岡市議会 検索 ポチッ

各
会
計
歳
入
歳
出
決
算

賛
成
多
数
で
認
定

補
正
予
算
案
は
　

全
会
一
致
で
可
決

令和3年度各会計決算をはじめ、専決処分したものの報告、
豊岡市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例
制定、一般会計補正予算、特別会計補正予算、平和都市宣言
決議、意見書の提出など、主な議案の審議状況をお知らせし
ます。

予算決算委員会の意見・要望
第83号議案　令和３年度 豊岡市一般会計歳入歳出決算
【ジェンダーギャップ解消の推進】
　子育て中の女性など潜在的労働力の掘り起こしのためのセミナーの実施、就労支援や起業支援などの出口戦略に
も取り組んでいることは、ジェンダーギャップ解消の推進とともに、女性・子どもの貧困を減らすためにも有効な
施策であり、引き続き本市の魅力の一つとして誇れるように、今後も一層の事業の推進に努められたい。また、将
来に向けて市役所内の推進体制の強化や人材の確保についても留意されたい。
【予算の執行】
　予算残が見込まれる場合、単純に減額したりするだけではなく、市民サービスの向上・充実に向けて事業展開の
仕方を工夫するなどして予算の執行を図られたい。
【生涯学習サロン、子育て支援総合拠点】
　市民に、より利用していただけるよう工夫しながらしっかりと運営をすすめられたい。
【ふるさと応援寄附金、企業版ふるさと応援寄附金】
　令和3年度は受入額が11億7千万円を突破し順調に推移しているが、より寄附者の期待に応えられるよう使い道
についても検討し、豊岡鞄につづく豊岡産品の発掘も含めて返礼品増加にも取り組んでいただきたい。
　また、企業版ふるさと納税については、直接企業に働きかける成果報酬型委託事業者を増やすなど、今後も調査
研究を重ね、受入額の増加に努力されたい。

多くの傍聴があった9月定例会
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9月
定例会

議案審議　9月2日～10月3日（32日間）

ホームページでも議会の情報をご覧いただけます。

意見が分かれた議案の賛否一覧表
本会議での賛否を公開します。掲載のない議案は全会一致で可決されました。
賛成は「○」、反対は「×」、議長は採決に加わらないので「／」で表示しています。

会 派 名 豊義会 令和とよおかクラブ ひかり 日本共産党
豊岡市会議員団

豊岡市議
会公明党

つ
な
ぐ

会
派
お
お
ぞ
ら 審

議
結
果

議 員 名

議 案 名 等

浅
田　
　
徹

荒
木
慎
大
郎

岡
本　
昭
治

木
谷　
敏
勝

小
森　
弘
詞

芹
澤　
正
志

森
垣　
康
平

米
田　
達
也

石
田　
　
清

清
水　
　
寛

田
中
藤
一
郎

田
原　
宏
二

福
田　
嗣
久

松
井　
正
志

太
田　
智
博

西
田　
　
真

義
本
み
ど
り

上
田　
伴
子

須
山　
泰
一

村
岡　
峰
男

芦
田　
竹
彦

竹
中　
　
理

前
田　
敦
司

前
野　
文
孝

第83号議案　令和3年度豊岡市一般会計
歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ 認

定
第84号議案　令和3年度豊岡市国民健康
保険事業特別会計（事業勘定）歳入歳出
決算の認定について

○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ 認
定

意見書案第4号　インボイス制度の再考を
求める意見書の提出について × × × ／ × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × × 否

決

予算決算委員会の意見・要望
第73号議案　令和４年度豊岡市一般会計補正予算（第５号）
【通園・通学バスの運行管理】
　本年９月、静岡県にて認定こども園の送迎バス内に幼児が置き去りにされる事件が発生した。本市において同様
の事故が発生することがないよう、通園・通学バス運行における安全対策の徹底に努められたい。
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区分／市の歳入科目 2020年度 増減 2021年度
給　　　料 16万7千円

（55.7%）
扌 18万6千円

（62.0%）

うち基本給
市税、分担金・負担金、使用料・手数料、諸収入 6万6千円 扌 6万7千円

うち諸手当、ボーナス
地方交付税（※1）、地方譲与税、各種交付金 10万1千円 扌 11万9千円

親からの仕送り
国庫支出金、県支出金

9万3千円
（31.1%）

➡ 6万6千円
（22.0%）

事業収入
財産収入、寄附金

６千円
（1.9%）

扌 7千円
（2.3%）

預貯金の取り崩し
基金繰入金

8千円
（2.7%）

扌 1万1千円
（3.7%）

前年の残金
繰越金

8千円
（2.5%）

扌 9千円
（3.0%）

借　　　金
市債

1万8千円
（6.1%）

扌 2万1千円
（7.0%）

合　　計 30万円
（100.0%）

30万円
（100.0%）

区分／市の歳出科目 2020年度 増減 2021年度

食費
人件費

3万9千円
（13.0%）

扌 4万4千円
（14.7%）

光熱費などの生活費
物件費、補助費等

12万2千円
（40.7%）

➡ 9万3千円
（31.0%）

家族の医療費
扶助費

3万7千円
（12.3%）

扌 4万9千円
（16.4%）

車や家具の修理費
維持補修費

1千円
（0.3%）➡ 1千円

（0.3%）

子どもたちへの仕送り
他会計繰出金

1万9千円
（6.3%）

扌 2万1千円
（7.0%）

家の増改築など
投資的経費

2万8千円
（9.3%）➡ 2万8千円

（9.3%）

貯金など
積立金、貸付金、出資金等

1万1千円
（3.7%）

扌 1万6千円
（5.3%）

借金返済
公債費

3万5千円
（11.7%）

扌 3万8千円
（12.7%）

手持ち額（※2）

繰越財源
8千円

（2.7%）
扌 1万円

（3.3%）

合　　計 30万円
（100.0%）

30万円
（100.0%）

収  入 支  出

　令和3年度一般会計決算額は、歳入が約
547億2,100万円、歳出が約529億1,500
万円でした。
　歳入歳出差引額は約18億600万円（う
ち繰越財源は約１億3,800万円）です。
　これを年収360万円（月額30万円）の
家計に例えてみました。

令
和
3
年
度

　
　
　
　 〝
決
算
〟

　

年
収
360
万
円
の

�

わ
が
市や

の
家
計
簿
　

～
毎
月
１
万
円
の
黒
字
に
な
っ
て
い
ま
す
～

（※１）
　地方交付税は市の決算額の約34％を占

める依存財源です。

　目的は、税収の多い自治体と少ない自治体

間の財源調整などのために、いったん国が集

めた税を地方自治体に再配分しています。

　そこで、本来的に地方自治体の収入と言

えることから、ここでは「給料（諸手当、

期末手当）」に区分しています。

（※２）
　毎月の収入額と支出額の差1万円は、厳しい財政状況の中にあっても、やりくりをして支出額を抑え、次年度以降のために現金を手元に保管している状態を示しています。

　実際の決算では、これらが繰越金の原資となります。

本会議での
　 反対・賛成討論
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反対討論（要旨）

反対討論（要旨）

賛成討論（要旨）

賛成討論（要旨）

令和３年度一般会計決算認定

令和３年度国民健康保険事業特別会計（事業勘定）決算認定

本会議での
　 反対・賛成討論

賛成多
数

賛成多
数

可決可決

　将来の人口減少が予想される中、これまで
以上の財政脆弱化が懸念され、長期的視野で
の財政運営、安定的な財源確保が非常に重要
である。超過課税は、都市計画税廃止に伴う
代替財源として市民の暮らしを支えている。
　但馬空港は、本市が魅力あふれる地域であ
るための基幹インフラであり、空の玄関口で
ある。また公共交通機関としての価値を高め
ている。空港利用に大きく貢献していること
から利用促進補助金は従来どおり継続、執行
されたものである。
　よって超過課税、但馬空港利用促進補助金
は適切妥当であり認定すべきである。

（令和とよおかクラブ議員）

　国保運営協議会では、将来に活用できる基
金の保有額を考慮する中で、被保険者の急激
な負担増の軽減を図っており、昨年6月議会で
「国保税条例の一部改正」、「国保特別会計補正
予算」を議決した。令和3年度国保事業は、健
全運営に向け、適正な税率算定及び賦課、医
療給付や保険事業等において計画的な事業運
営と予算執行が行われているため、認定すべ
きである。� （令和とよおかクラブ議員）

　超過課税はいつまで続けるのか。市民税所得
割の超過課税は全国でも本市だけである。令
和3年度約16億円の黒字決算、せめて個人市
民税所得割の約5千万円は廃止すべきである。
令和3年度は4億9千万円超の超過課税を市民
から徴収しており、この決算を認定できない。
　但馬空港利用促進補助金は、令和3年度決
算額約５千万円。あらためて補助率の見直し、
引き下げを求める。公共交通政策として充実
すべきはバス交通であり、イナカ―が８路線か
ら6路線になる。市民の足との比較からみても
見直しを求める。

（日本共産党豊岡市会議員団議員）

　国保加入者の多くは、個人事業者や年金生
活者で、コロナにより大きな打撃を受けてい
る。国保会計が県に一本化されたことにより、
各自治体の医療給付費を無視し、納付金額が
決まってくる。前年より1億1,549万5,758
円の増で、被保険者が減少する中、保険税を
引き上げざるを得ない状況である。基金から
２億円を投入したが、それでも一人7,801円
の大きな引き上げで、年間10万円を超える額
となる。引き上げを抑えるため、さらに基金
を取り崩すことを求めて予算案に反対してお
り、決算も認定できない。

（日本共産党豊岡市会議員団議員）
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一
般
質
問
に
18
人

9
月
定
例
会

市
民
の
皆
さ
ん
の
身
近
な
問
題
、
市
の
予
算
や
政
策
な
ど
、

　
　
　
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

市議会の本会議が
　　インターネットで
　　　　ご覧になれます！

インターネットによ
り、定例会の様子
をライブ中継と録
画中継で映像配信
しています。
ぜひご覧ください。

豊岡市議会インターネット中継 検索

スマートフォンで
も定例会のライブ
中継を配信！

※
こ
こ
に
掲
載
す
る
質
問
・
答
弁
は
、
9
月
12
日
〜
15
日
の
も
の
で
す
。

　
内
容
に
つ
い
て
は
、
昨
今
の
社
会
情
勢
・
対
応
策
等
、
日
々
状
況
が
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

一
般
質
問

　太
　
田
　
智
　
博
（
7
ペ
ー
ジ
）

●
水
道
料
金
の
改
定

●�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予

防
対
策

●
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進

●
消
防
団
員
の
処
遇
改
善

　村
　
岡
　
峰
　
男
（
7
ペ
ー
ジ
）

●
令
和
3
年
度
決
算

●
ふ
る
さ
と
納
税

●
農
政

●
イ
ン
ボ
イ
ス
導
入

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
患
者
対
応

　清
　
水
　
　
　
寛
（
8
ペ
ー
ジ
）

●
災
害
に
備
え
る
体
制
づ
く
り

●
官
民
の
役
割

　芹
　
澤
　
正
　
志
（
8
ペ
ー
ジ
）

●
観
光
施
策

●
豊
岡
演
劇
祭

●
公
共
施
設
の
利
用

　

荒
　
木
　
慎
大
郎
（
9
ペ
ー
ジ
）

●�
市
立
中
学
校
の
部
活
動
の
今
後
の

在
り
方

●�「
不
妊
治
療
」に
対
す
る
市
の
役
割

　義
　
本
　
み
ど
り
（
9
ペ
ー
ジ
）

●
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入

●
特
別
支
援
教
育
支
援
員

●
不
登
校
対
策

●
豊
岡
市
奨
学
金
制
度
の
在
り
方

●
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営

　前
　
野
　
文
　
孝
（
10
ペ
ー
ジ
）

●
経
済
対
策

●
福
祉
施
策

●
通
学
の
安
全
確
保

●�

Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｕ　

Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
Ａ

（
ワ
ッ
ク　

ト
ヨ
オ
カ
）

●�

Ｊ
Ｒ
西
日
本
ロ
ー
カ
ル
線
の
維
持

存
続
及
び
利
用
促
進

　石
　
田
　
　
　
清
（
10
ペ
ー
ジ
）

●�

企
業
物
価
高
騰
対
策
と
追
加
臨
時

交
付
金
に
よ
る
予
算
補
正
の
時
期

●
子
育
て
困
窮
世
帯

●
子
育
て
広
場

●
鉄
道
路
線
の
在
り
方
見
直
し

　米
　
田
　
達
　
也
（
11
ペ
ー
ジ
）

●
Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線
の
維
持

●
空
き
家
対
策

●
障
害
者
支
援

●
冬
季
の
雪
害
対
策

　田
　
原
　
宏
　
二
（
11
ペ
ー
ジ
）

●
行
財
政

●
人
口
減
少
対
策

森
　
垣
　
康
　
平
（
12
ペ
ー
ジ
）

●
観
光
施
策

●
農
業
施
策

●
小
中
学
校
運
営

●
無
形
民
俗
文
化
財

　
　田　
中
　
藤
一
郎
（
12
ペ
ー
ジ
）

●
市
長
総
括
説
明

●
地
方
創
生
と
政
策

　西
　
田
　
　
　
真
（
13
ペ
ー
ジ
）

●
手
話
言
語
条
例

●
小
中
学
生
の
学
習
端
末

●
子
ど
も
の
安
全
対
策

●
公
立
中
の
部
活

●
住
宅
耐
震
化

●
特
殊
詐
欺
被
害
防
止
対
策

●
ド
ロ
ー
ン
の
導
入
推
進

　須
　
山
　
泰
　
一
（
13
ペ
ー
ジ
）

●
国
葬
へ
の
対
応

●
旧
統
一
協
会
問
題

●�

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
豊
岡
市

●�

眼
科
移
転
後
の
日
高
医
療
セ
ン
タ
ー

●�

豊
岡
聴
覚
と
出
石
特
別
支
援
学
校

の
統
合
問
題

●
平
和
都
市
宣
言

小
　
森
　
弘
　
詞
（
14
ペ
ー
ジ
）

●
高
齢
者
政
策

●
小
中
学
校
区

●
新
文
化
会
館
整
備

●
鉄
道
の
利
用
促
進

●
防
災
対
策

●
家
庭
ご
み
の
処
理

　
　上　
田
　
伴
　
子
（
14
ペ
ー
ジ
）

●�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

●
特
別
障
害
者
手
当

●
医
療
的
ケ
ア
者
へ
の
対
応

●
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
解
消

●
鳥
獣
被
害
対
策

　岡
　
本
　
昭
　
治
（
15
ペ
ー
ジ
）

●�

地
方
公
共
団
体
向
け
公
募
型
事
業

の
取
り
組
み
状
況

●�

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
の
保
全
と

活
用
及
び
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能

な
開
発
目
標
）
へ
の
取
り
組
み

●
西
上
副
市
長
の
所
感

●�

コ
ロ
ナ
禍
及
び
物
価
高
騰
で
の
市

内
経
済
の
状
況
と
対
策

●�

令
和
3
年
度
豊
岡
市
一
般
会
計
・

特
別
会
計
決
算
及
び
基
金
の
運
用

状
況
の
審
査
意
見
書

　前
　
田
　
敦
　
司
（
15
ペ
ー
ジ
）

●�

気
候
変
動
対
策
と
家
計
の
負
担
軽

減
●�

農
水
産
物
の
地
域
内
消
費
を
起
点

と
し
た
一
次
産
業
の
支
援

●
健
康
寿
命
を
延
ば
す
取
り
組
み

●
移
住
定
住
促
進

●
子
育
て
し
た
く
な
る
ま
ち

●�

長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
伴

う
支
援
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■一般質問

答
不
正
や
ミ
ス
を
防
ぐ
た
め
に
導
入
さ
れ
る

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
廃
止
し
か
な
い

日本共産党豊岡市会議員団
村岡　峰男 議員

ひかり

答
理
解
度
を
計
る
こ
と
は
困
難
。
他
に
方
法
は
な
い

水
道
料
金
値
上
げ
へ
の
市
民
理
解
度
は

問　
来
年
10
月
か
ら
「
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
」
が
導
入
さ
れ

る
。
売
り
上
げ
1
千
万
円
以

下
の
事
業
者
は
非
課
税
で
あ

っ
た
が
、
課
税
事
業
者
に
な

る
か
非
課
税
の
ま
ま
行
く
か

選
択
が
迫
ら
れ
て
い
る
。
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
と
言
わ
れ
る
個

人
事
業
者
、サ
ー
ビ
ス
業
者
、

農
業
者
な
ど
過
重
な
負
担
と

な
る
。
イ
ン
ボ
イ
ス
を
発
行

で
き
な
い
事
業
者
を
締
め
出

し
、
倒
産
や
廃
業
の
引
き
金

と
な
る
と
の
指
摘
も
あ
る
が

見
解
は
ど
う
か

答
　
取
引
の
正
確
な
消
費
税

額
と
消
費
税
率
を
把
握
し
て
、

不
正
や
ミ
ス
を
防
ぐ
た
め
に

導
入
さ
れ
た
と
聞
く
。
免
税

事
業
者
に
は
影
響
が
大
き
い

が
、
今
の
ま
ま
免
税
事
業
者

で
い
る
か
、
登
録
事
業
者
と

な
る
か
難
し
い
選
択
が
求
め

ら
れ
る
。

問　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
は
、
会
員
の
多

く
は
一
人
一
人
が

委
託
事
業
者
で
あ

り
免
税
事
業
者
だ
。

一
人
一
人
が
課
税

事
業
者
と
な
る
か

免
税
事
業
者
で
い

る
か
の
選
択
を
迫

ら
れ
る
。
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
要
望
等
は

あ
る
か

答
　
導
入
さ
れ
る

と
か
な
り
疲
弊
す
る
と
市
に

も
要
望
を
受
け
て
い
る
。

肥
料
支
援
は
田
も
畑
も

問　
肥
料
原
料
の
輸
入
が
困

難
な
中
、
価
格

の
高
騰
が
農
業

者
を
襲
っ
て
い

る
。
支
援
策
と

し
て
8
月
に
申

請
書
が
配
布
さ

れ
た
。
畑
作
の

ほ
う
が
多
く
の

肥
料
を
使
用
す

る
の
に
な
ぜ
水

田
だ
け
か

答
　
肥
料
等
生

産
資
材
高
騰
対

策
給
付
金
は
、
迅
速
に
給
付

す
る
こ
と
を
優
先
し
、
農
業

者
の
手
続
き
を
簡
素
化
す
る

た
め
営
農
計
画
書
で
確
認
で

き
る
水
田
の
み
と
し
た
。

太田　智博 議員

問　
水
道
料
金
値
上
げ
に
つ

い
て
は
、
6
月
定
例
会
に
お

い
て
、
市
民
へ
し
っ
か
り
と

説
明
し
た
い
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
が
市
民
の
理
解
度
は

答
　
情
報
が
よ
り
多
く
の

方
々
に
届
く
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
引
き
続
き
S
N
S
な

ど
を
活
用
し
周
知
に
努
め
て

い
く
が
、
理
解
度
を
計
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
予
防
対
策

問　
対
策
事
業
の
進
捗
状
況

は答
　
73
施
設
4
3
1
か
所
の

う
ち
、
事
業
精
査
に
よ
り
4

施
設
49
か
所
に
つ
い
て
は
実

施
し
な
い
見
込
み
で
あ
り
、

実
施
予
定
の
69
施
設
3
8
2

か
所
の
約
半
数
が
完
了
し
て

い
る
。
未
完
了
施
設
に
つ
い

て
は
早
期
完
了
に
努
め
る
こ

と
と
し
、
大
手
前・西
の
丸・

鉄
砲
駐
車
場

前
の
観
光
ト

イ
レ
改
修
工

事
に
つ
い
て

は
、
出
石
地

域
の
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
時

期
や
観
光
客

の
利
用
を
考

慮
し
、
11
月

中
に
工
事
を

終
え
る
見
込
み
で
あ
る
。
ま

た
、
田
鶴
野
、
清
滝
、
小
坂

の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
ト

イ
レ
改
修
工
事
に
つ
い
て
は
、

12
月
中
に
工
事
を
終
え
る
見

込
み
で
あ
る
。

学
校
跡
地
の
利
活
用

問　
行
政
需
要
と
し
て
の
利

用
が
見
込
ま
れ
な
い
場
合
、

避
難
所
と
し
て
機
能
し
て
い

た
学
校
跡
地
の
利
活
用
に
つ

い
て
の
考
え
方
は

答
　
民
間
に
よ
る
活
用
の
可

能
性
を
探
り
、
公
募
型
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
を
基
本
と
し
な
が

ら
避
難
所
と
し
て
の
利
用
な

ど
地
域
の
意
向
や
ニ
ー
ズ
に

も
可
能
な
限
り
配
慮
し
、
契

約
候
補
者
を
選
定
し
た
い
。
　 

消
防
団
員
の
処
遇
改
善

問　
消
防
団
員
の
士
気
を
高

め
る
た
め
、
報
酬
・
出
動
手

当
が
団
員
へ
直
接
支
給
さ
れ

る
と
の
理
解
で
良
い
か

答
　
直
接
支
給
と
消
防
団
か

ら
も
了
解
を
得
て
い
る
。

不正やミスを防ぐ
というが、消費税が
10% になってから
不正やミスは聞

かない。　

議員のひとこと

畑作専業の農家ほ
ど肥料高騰の影響を
受けている。何と

かしてくれ。

議員のひとこと
レタス畑にも支援を

地域防災の担い手である豊岡市消防団員
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■一般質問

問　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た

玄
武
洞
公
園
は
、
身
体
の
不

自
由
な
方
に
も
そ
の
魅
力
に

触
れ
て
い
た
だ
く
た
め
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
が
必
須
と
思

う
が
ど
う
か

答
　
整
備
の
見
直
し
に
際
し

て
、
車
椅
子
の
自
動
昇
降
機

等
も
検
討
し
た
が
、
設
置
費

用
や
維
持
管
理
経
費
が
高
額

と
な
る
な
ど
導
入
が
難
し
い

と
判
断
し
、
現
地
ス
タ
ッ
フ

に
よ
る
運
営
面
で
の
対
応
を

行
う
こ
と
と
し
た
。
今
後
も

来
園
者
の
利
用
実
態
を
見
な

が
ら
、
で
き
る
限
り
利
用
者

に
優
し
い
公
園
の
在
り
方
を

検
討
し
て
い
く
。
　
　
　

問　
観
光
の
課
題
解
決
策
と

し
て
、
国
内
需
要
と
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
回
復
に
向
け
て
、

現
在
の
取
り
組
み
は

答
　
国
内
需
要
に
向
け
た
取

り
組
み
と
し
て
、
本
市
の
自

然
、
温
泉
、
歴
史
、
伝
統
文

化
な
ど
の
観
光
素
材
を
活
か

し
た
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
造

成
と
販
売
を
強
化
し
て
い
る
。

一
つ
の
六
面
体
と
し
て
の
豊

岡
の
強
み
で
あ
る
多
様
な
魅

力
を
活
か
し
て
、
も
う
一
泊

も
う
一
回
を
実
現
し
て
い
く
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、

ウ
エ
ル
カ
ム
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
順
次
ス
タ
ー
ト
や
旅
行
会

社
へ
の
働
き
か
け
、
海
外
の

旅
行
会
社
が
多
数
参
加
す
る

商
談
会
等
へ
の
出
展
を
進
め

て
い
る
。

問　
期
待
さ
れ
る
第
2
回
豊

岡
演
劇
祭
の
展
望
は

答
　
公
式
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

フ
リ
ン
ジ
プ

ロ
グ
ラ
ム
で

多
数
の
団
体

や
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
か
ら
の

応
募
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、

豊
岡
演
劇
祭

へ
の
期
待
と
注
目
度
の
高
さ

を
感
じ
て
い
る
。
ま
た
、
市

内
事
業
者
と
の
連
携
や
市
民

参
加
を
特
に
意
識
し
て
準
備

を
進
め
て
き
た
。
芸
術
文
化

観
光
専
門
職
大
学
の
学
生
が

実
習
と
し
て
参
加
す
る
姿
を

見
て
い
た
だ
け
る
の
も
魅
力

で
あ
る
。

問　
災
害
協
定
の
災
害
時
の

運
用
体
制
は
ど
う
か

答
　
市
の
職
員
で
は
対
応
が

難
し
い
、
業
務
対
応
し
た
こ

と
の
な
い
業
務
に
知
見
を
有

す
る
団
体
、
事
業
者
の
応
援

を
得
て
行
う
こ
と
を
目
的
に

協
定
を
締
結
し
て
い
る
。
全

て
の
協
定
先
で
は
な
い
が
毎

年
災
害
協
定
の
協
定
先
と
は

連
絡
担
当
者
と
担
当
者
名
簿

の
確
認
を
行
い
、
発
災
時
に

は
迅
速
な
協
力
を
得
ら
れ
る

よ
う
情
報
交
換
を
行
っ
て
い

る
。
支
援
の
受
入
れ
に

当
た
り
、
調
整
役
で
あ

る
災
害
時
の
支
援
部
が

中
心
に
な
り
、
災
害
各

部
か
ら
の
必
要
な
支
援

内
容
を
取
り
ま
と
め
て

総
合
調
整
を
行
う
。
各

部
で
は
、
受
援
窓
口
の

職
員
を
中
心
に
支
援
者

サ
イ
ド
と
調
整
を
し
て

業
務
を
進
め
る
。

権
限
と
責
任
の
委
譲

問　
市
役
所
内
の
権
限
と
責

任
の
委
譲
に
つ
い
て
そ
の
真

意
と
今
後
の
期
待
は
ど
う
か

答
　
部
長
へ
の
権
限
と
責
任

の
委
譲
に
よ
る
組
織
の
自
律

的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等
の
検
討

は
、
昨
年
８
月
の
決
裁
規
程

の
改
正
よ
り
、
事
務
の
執
行

権
限
と
責
任
の
委
譲
と
い
う

形
で
始
め
て
い
る
。
具
体
的

に
は
、
補
助
金
交
付
等
事
務

手
続
の
制
定
改
廃
や
公
文
書

公
開
の
決
定
な
ど
を
委
譲
し

た
。
今
後
は
十
分
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
、
方

向
性
等
を
決
定
し
た
上
で
、

事
務
事
業
の
新
設
、
改
廃
な

ど
所
掌
事
務
を
検
討
す
る
。

な
お
、
実
施
に
あ
た
り
包
括

予
算
導
入
が
有
効
と
考
え
る
。

導
入
し
た
自
治
体
で
は
、
予

算
編
成
の
権
限
を
一
定
程
度

委
ね
た
こ
と
に
よ
り
、
自
律

的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
行
わ
れ
、

行
財
政
改
革
の
推
進
と
職
員

の
意
識
改
革
な
ど
に
つ
な
が

っ
た
と
聞
く
。
現
在
こ
の
予

算
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
検

討
を
指
示
し
て
い
る
。

玄
武
洞
公
園
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
？

令和とよおかクラブ

豊義会

清水　　寛 議員

芹澤　正志 議員

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
入
れ
等
基
準
は

答
具
体
的
に
受
入
れ
や
派
遣
基
準
は
定
め
て
い
な
い

答
利
用
者
に
優
し
い
公
園
の
在
り
方
を
検
討
し
て
い
く都市公園として、訪れるす

べての方々に楽しんでいただ
ける優しい環境をつくって

いきましょう！

議員のひとこと

他自治体の先進事例から
「まねて」「学ぶ」ことを
意識し、市民に良い施策

をドンドン取り入れて
いただきたい。

議員のひとこと

地域の高齢化は進み、共助があっても災
害復興は厳しい

玄武洞公園の階段
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■一般質問

問　
不
登
校
対
策
に
つ
い
て

ど
こ
に
相
談
し
て
い
い
か
わ

か
ら
な
い
と
い
う
声
が
多
い

が
ど
う
か
。
ま
た
学
校
だ
け

で
抱
え
ず
、
適
切
な
機
関
に

委
ね
な
が
ら
関
わ
っ
て
い
っ

て
は
ど
う
か

答
　
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
窓
口

が
あ
る
こ
と
を
情
報
提
供
で

き
て
い
な
か
っ
た
か
も
し
れ

な
い
。
学
校
だ
け
が
全
て
の

こ
と
を
抱
え
た
こ
と
に
よ
っ

て
疲
弊
を
起
こ
し
て
い
る
。

学
校
の
頼
っ
て
ほ
し
い
と
い

う
気
持
ち
も
大
切
に
し
な
が

ら
、
ど
ん
な
こ
と
が
可
能
か

考
え
な
が
ら
取
り
組
み
た
い
。

問　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で

職
員
の
宿
題
へ
の
関
与
に
つ

い
て
「
塾
で
は
な
い
か
ら
教

え
な
い
、
見
守
り
で
統
一
」

と
教
育
委
員
会
か
ら
口
頭
で

指
示
が
あ
っ
た
と
聞
く
。
見

守
り
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
こ
と
か
。
ま
た
、
職
員

の
関
わ
り
を
狭
め
る
よ
う
な

誤
解
が
生
じ
て
い
る
よ
う
だ

が
ど
う
考
え
る
か

答
　
子
ど
も
が
学
習
活
動
を

主
体
的
に
行
え
る
環
境
を
整

え
、
必
要
な
援
助
を
行
う
こ

と
を
指
す
。
見
守
り
と
い
う

言
葉
が
誤
解
を
招
い
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、

職
員
の
関
わ
り
を
狭
め
る
と

い
う
こ
と
は
一
切
な
い
し
、

注
意
し
て
取
り
組
み
た
い
。

問　
豊
岡
市
奨
学
金
（
無
利

子
貸
与
型
）
は
、
今
年
度
申

込
者
数
1
名
で
採
用
が
0
で

あ
っ
た
。
困
っ
て
い
る
学
生

が
た
く
さ
ん
い
る
の
に
ニ
ー

ズ
に
合
っ
て
い
る
の
か
。
国

の
教
育
未
来
創
造
会
議
で
中

間
所
得
層
を
救
わ
な
け

れ
ば
と
い
う
提
言
も
あ

っ
た
が
本
市
選
考
基
準

に
改
善
点
は
な
い
か

答
　
学
び
の
継
続
を
支

援
す
る
た
め
に
も
時
代

の
情
勢
に
合
わ
せ
て
基

準
を
変
更
す
べ
き
点
は

改
正
す
る
こ
と
も
検
討

し
た
い
。

不
妊
治
療

問　
豊
岡
市
に
お
け
る
不
妊

治
療
の
課
題
は

答
　
豊
岡
病
院
、
日
高
医
療

セ
ン
タ
ー
で
不
妊
治
療
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
他
府
県
で
は
、
民
間
の
専

門
医
が
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス

が
多
い
と
お
見
受
け
し
て
い

る
。
非
常
に
熱
心
な
先
生
が

お
ら
れ
て
、
フ
ォ
ロ
ー
も
体

制
も
整
う
こ
と
が
必
要
だ
と

思
う
。
な
か
な
か
そ
こ
が
見

当
た
ら
な
い
の
が
現
実
で
あ

る
。

問　
市
内
の
企
業
な
ど
で
不

妊
治
療
休
暇
の
制
度
を
設
け

て
い
る
事
例
は
あ
る
か

答
　
不
妊
治
療
に
関
す
る
休

暇
制
度
な
ど
を
設
け
て
い
る

市
内
企
業
の
事
例
は
把
握
し

て
い
な
い
。
国
の
「
不
妊
治

療
を
導
入
さ
れ
る
企
業
に

対
す
る
補
助
制
度
」、
県
の

「
仕
事
と
不

妊
治
療
を
両

立
し
や
す
い

環
境
づ
く
り

を
推
進
す
る

企
業
に
支
援

金
を
交
付
す

る
制
度
（
一

律
10
万
円
）」

も
あ
る
。
補

助
制
度
の
周

知
・
啓
発
を

行
い
た
い
。

部
活
動
地
域
移
行

問　
現
時
点
で
の
休
日
部
活

動
の
地
域
移
行
に
関
す
る
調

査
、
研
究
状

況
は
ど
う
か

答
　
近
年
は

生
徒
数
の
減

少
に
よ
り
持

続
さ
せ
る
こ

と
が
困
難
な

部
活
動
が
存

在
し
、
選
択

で
き
る
種
類

が
減
っ
て
い

る
。
競
技
経

験
の
な
い
教

師
が
指
導
せ
ざ
る
を
得
ず
、

勤
務
時
間
の
超
過
に
よ
る
業

務
負
担
な
ど
、
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

　
但
馬
に
お
い
て
は
受
け
皿

と
な
る
団
体
や
指
導
者
と
な

る
人
材
が
少
な
く
、
課
題
が

多
い
と
捉
え
て
い
る
。
で
き

れ
ば
今
年
度
中
に
は
そ
の
検

討
委
員
会
を
発
足
さ
せ
な
く

て
は
い
け
な
い
と
思
っ
て
い

る
。

不
登
校
の
相
談
窓
口
が
わ
か
ら
な
い

豊義会

ひかり

荒木慎大郎 議員

義本みどり 議員

不
妊
治
療
に
ど
う
向
き
合
っ
て
い
く
か

答
進
め
ら
れ
る
こ
と
は
進
め
て
い
き
た
い

答
情
報
提
供
で
き
て
い
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い

不妊治療について市長から
非常に前向きな一言をいただ
きました。ハード面・ソフト

面の改善に期待してい
ます。

議員のひとこと

部活動地域移行に際し、地域と緊密なヒアリング
を！

今この瞬間にできることが必要な援
助では！

保護者の不安
な気持を受け
止める場所が

必要です。

議員の
ひとこと

児童クラブ職員
それぞれの得意
分野が発揮で
きる環境を。

議員の
ひとこと
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■一般質問

問　
企
業
物
価
指
数
の
7
月

速
報
値
は
、前
年
同
月
比
8・

6
%
で
あ
る
。
中
小
零
細
事

業
者
は
原
材
料
費
や
商
品
仕

入
れ
の
高
騰
で
売
上
げ
回
復

し
て
も
利
益
は
上
が
ら
な
い

か
、
逆
に
利
益
が
全
く
で
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
も

あ
る
。
こ
れ
は
企
業
経
営
の

問
題
の
み
な
ら
ず
、
雇
用
、

賃
金
の
抑
制
に
も
つ
な
が
る
。

追
加
の
臨
時
交
付
金
に
よ
っ

て
、
国
の
事
業
復
活
支
援
金

等
を
利
用
し
て
、
事
業
継
続

を
図
っ
て
い
る
事
業
者
を
支

援
す
る
考
え
は
な
い
か

答
　
直
接
的
な
現
金
給
付
で

は
継
続
的
な
事
業
活
動
に
は

つ
な
が
ら
な
い
。
生
産
性
の

向
上
や
省
エ
ネ
対
策
と
い
っ

た
経
営
基
盤
の
強
化
に
つ
な

が
る
方
法
を
考
え
た
い
。

問　
困
窮
子
育
て
家
庭
の
50

％
が
コ
ロ
ナ
禍
前
の
収
入
ま

で
回
復
せ
ず
、
子
ど
も
の
教

育
等
に
影
響
が
出
て
い

る
と
の
報
道
が
あ
っ
た
。

実
態
把
握
の
必
要
は
な

い
か
。
関
連
し
て
、
こ

ど
も
家
庭
庁
発
足
に
対

応
す
る
子
ど
も
、
子
育

て
の
総
合
的
支
援
組
織

に
か
か
る
検
討
状
況
は

ど
う
か

答
　
子
ど
も
の
生
活
の

実
態
に
つ
い
て
は
、
窓

口
相
談
等
の
サ
ン
プ
ル

調
査
等
で
把
握
に
努
め
る
。

ま
た
、
こ
ど
も
家
庭
庁
の
発

足
に
あ
わ
せ
て
新
組
織
を
設

置
す
る
考
え
は
な
い
。

問　
子
育
て
の
孤
立
感
解
消

に
有
用
と
い
う
調
査
が
あ
る

子
育
て
広
場
・
公
園
を
増
設

す
る
考
え
は
な
い
か
。
小
学

校
区
毎
に
あ
れ
ば
、
就
学
後

の
孤
立
感
解
消
策
に
も
な
る

答
　
現
在
6
か
所
の
子
育
て

広
場
の
利
活
用
を
推
進
し
て

お
り
、
増
設
の
考
え
は
な
い
。

問　
J
R
ロ
ー
カ
ル
線
維
持

等
の
検
討
に
係
る
組
織
の
設

置
要
綱
で
、
検
討
線
区
を
梁

瀬
・
鳥
取
間
と
し
て
い
る
。

検
討
対
象
線
区
と
し
て
福
知

山
・
鳥
取
間
、
運
行
形
態
と

し
て
上
下
分
離
方
式
が
検
討

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
の
か

答
　
検
討
組
織
は
利
用
促
進

策
を
ま
と
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
お
り
、
現
在
、
運
行

形
態
、
対
象
線
区
の
見
直
し

等
は
議
論
さ
れ
て
い
な
い
。

通
学
路
の
安
全
確
保

問　
現
在
、
静
修
小
学
校
と

日
高
小
学
校
の
合
併
の
協
議

が
進
ん
で
い
る
。
教
育
委
員

会
か
ら
の
資
料
や
答
弁
の
中

で
、
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
は
歩

道
と
同
じ
く
安
全
と
い
う
発

言
が
あ
っ
た
。
グ
リ
ー
ン
ベ

ル
ト
の
幅
が
1
m
未
満
し
か

な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
電
柱

が
遮さ

え
ぎ

っ
て
い
る
。
そ
の
安
全

性
の
認
識
は

答
　
歩
道
と
比
べ
て
安
全

で
は
な
い
。
資
料
の
表
現

で
誤
解
を
持
た
れ
た
。

問　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
条

件
は
地
区
と
小
学
校
の
距

離
が
3
㎞
以
上
か
、
1
時

間
以
上
徒
歩
で
か
か
る
こ

と
。
静
修
ま
で
は
行
き
は

よ
い
が
、
帰
り
は
ず
っ
と

上
り
。
低
学
年
の
子
は
1

時
間
以
上
か
か
る
。
し
か

も
近
年
の
猛
暑
。
配
慮
い

た
だ
き
た
い
が
ど
う
か

答
　
通
学
部
会
に
て
通
年
の

バ
ス
通
学
を
含
め
て
検
討
し

て
い
る
。

問　
久
斗
区
や
豊
岡
卸
団
地

の
北
東
の
高
架
下
の
通
学
路

が
非
常
に
危
険
。
教
育
委
員

会
が
積
極
的
議
論
を
進
め
て

い
く
べ
き
だ
が
ど
う
か

答
　
ハ
ー
ド
以
外
の
整
備
は

教
育
委
員
会
の
ほ
う
で
も
積

極
的
に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
。

　問　
企
業
物
価
の
さ
ら
な
る

高
騰
が
続
く
。
省
エ
ネ
機
器

の
導
入
、
作
業
の
効
率
化
等

の
企
業
の
努
力
を
支
援
す
る

よ
う
な
施
策
と
、
一
次
産
業

の
販
売
先
の
開
拓
や
高
付
加

価
値
化
へ
の
支
援
を
検
討
す

べ
き
で
は
な
い
か

答
　
検
討
し
た
い
。

問　
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
継
ぎ
目
な
く
つ
な
い

で
い
る
と
あ
っ
た
が
、
実
際

は
家
族
が
調
整
し
て
い
る
し
、

情
報
が
つ
な
が
っ
て
い
な
い
。

民
間
福
祉
施
設
や
他
市
で
は

で
き
て
い
る
が
ど
う
か

答
　
均
一
な
サ
ー
ビ
ス
が
提

供
で
き
る
体
制
を
整
備
し
、

先
進
地
事
例
も
取
り
込
み
た

い
。

企
業
物
価
高
騰
に
対
す
る
支
援
策
は

会派　おおぞら

令和とよおかクラブ

前野　文孝 議員

石田　　清 議員

通
学
路
整
備
の
積
極
的
議
論
を
求
め
る

答
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
整
備
を
そ
れ
ぞ
れ
担
当
部
で
行
う

答
経
営
基
盤
強
化
に
つ
な
が
る
方
法
で
検
討
す
る

市内各地には狭くて危険な通学路がたくさんある

市役所前の子育て広場

子どもの安全
を第一に。

議員の
ひとこと
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■一般質問

一
般
経
費
削
減

問　
公
用
車
は
減
ら
せ
な
い

か答
　
公
用
車
は
、
災
害
対
応

等
、緊
急
時
に
備
え
、一
定
の

台
数
は
保
有
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
一

方
で
、
第
4
次
行
財
政
改
革

の
一
環
と
し
て
、
2
0
2
1

年
度
よ
り
公
用
車
の
適
正
配

置
、
台
数
削
減
等
、
保
有
台

数
の
見
直
し
も
行
っ
て
お
り
、

2
0
2
1
年
度

に
は
11
台
を
削

減
し
、
2
0
2 

2
年
度
中
に
も

5
台
を
削
減
す

る
予
定
で
あ
る
。

問　
市
と
ガ
ソ

リ
ン
販
売
会
社

の
値
決
め
方
式

は
ど
う
か

答
　
各
会
計
年

度
の
半
期
ご
と

に
入
札
参
加
資
格
を
有
す
る

事
業
者
の
う
ち
、
旧
豊
岡
市

域
内
に
給
油
所
を
開
設
す
る

全
て
の
事
業
者
を
対
象
に
供

給
価
格
の
見
積
り
を
依
頼
し
、

最
低
の
見
積
金
額
を
契
約
単

価
と
し
て
い
る
。

問　
6
か
月
契
約
は
、
上
昇

リ
ス
ク
を
見
込
ん
で
高
値
の

提
示
に
な
ら
な
い
か

答
　
そ
の
よ
う
な
こ
と
も
あ

る
か
も
分
か
ら
な
い
が
、
逆

の
場
合
も
あ
り
、
半
年
ご
と

で
見
積
り
を

取
っ
て
い
る
。

問　
兵
庫
県

の
値
決
め
方

式
は
、
経
済

産
業
省
が
発

表
す
る
第
3

月
曜
日
の
価

格
を
基
準
に

決
ま
り
、
1

か
月
単
位
に

な
っ
て
い
る
。

そ
の
ほ
う
が
お
互
い
の
心
配

が
な
い
と
思
う
が
ど
う
か

答
　
そ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
も

あ
る
と
い
う
こ
と
を
聞
い
た

の
で
、
あ
わ
せ
て
研
究
す
る
。

問　
第
4
次
行
財
政
改
革
大

綱
に
K
A
I
Z
E
N
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
が
あ
る
。
ど
う
い
う

内
容
で
、
現
在
の
状
況
、
効

果
は
ど
う
か

答
　
20
か
ら
30
歳
代
の
職
員

15
名
程
度
で
構
成
す
る
庁
内

の
組
織
。
参
加
者
職
員
が
さ

ま
ざ
ま
な
意
見
・
ア
イ
デ
ア

を
出
し
合
っ
て
、
業
務
改
善

に
つ
な
げ
て
き
て
い
る
。

問　
J
R
存
続
へ
の
考
え
は

ど
う
か

答
　
必
ず
維
持
存
続
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
　

特※

定
空
き
家
対
策

問　
特
定
空
き
家
の
現
状
は

答
　
今
年
3
月
末
時
点
で
、

特
定
空
き
家
6
件
、
候
補
が

18
件
、
将
来
の
候
補
が
40
件
、

そ
の
他
94
件
を
確
認
し
て
い

る
。

問　
今
後
、
増
や
さ
な
い
取

り
組
み
に
つ
い
て
は
ど
う
か

答
　
除
却
に
つ
い
て
は
あ
く

ま
で
所
有
者
の
責
任
。
放
置

さ
れ
た
危
険
度
の
高
い
空
き

家
所
有
者
に
対
し
て
は
、
特

措
法
に
基
づ
き
、管
理
依
頼・

助
言
・
指
導
・
勧
告
・
命
令

の
行
政
措
置
を
こ
れ
ま
で
ど

お
り
行
う
。

障
害
者
支
援

問　
本
市
に
お
け
る
相
談
支

援
体
制
の
現
状
は

答
　
相
談
支
援
事
業
所
が
12

事
業
所
、
27
名
の
相
談
支
援

専
門
員
を
配
置
し
て
い
る
が
、

大
き
く
3
つ
の
課
題
が
あ
る
。

今
後
必
要
性
は
高
ま
る
こ
と

か
ら
、
更
な
る
相
談
支
援
体

制
の
充
実
が
必
要
。

問　
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
は
ど
う
か

答
　
計
画
相
談
支
援
事
業
所

を
立
ち
上
げ
よ
う
と
す
る
事

業
所
に
、
経
済
的
な
支
援
、

人
的
な
支
援
を
検
討
し
て
い

く
。冬

季
の
雪
害
対
策

問　
降
雪
の
際
、
倒
木
に
よ

る
停
電
被
害
が
予
測
さ
れ
る

箇
所
へ
の
現
状
と
今
後
の
対

応
は
ど
う
か

答
　
原
因
と
な
っ
た
断
線
箇

所
9
か
所
は
、
ほ
ぼ
民
地
で

あ
り
、
勝
手
に
は
伐
採
で
き

な
い
。
所
有
者
が
管
理
す
る

の
が
大
原
則
。

問　
そ
れ
ぞ
れ
の
山
間
地
域

で
は
難
し
い
現
状
が
あ
る
。

住
民
の
生
活
イ
ン
フ
ラ
は
何

よ
り
も
優
先
す
べ
き
だ
と
考

え
る
が
ど
う
か

答
　
方
法
は
考
え
て
い
か
ね

ば
な
ら
な
い
が
、
理
由
を
整

理
で
き
れ
ば
可
能
性
は
あ
る
。

一
般
経
費
の
無
駄
遣
い
は
な
い
か

豊義会

令和とよおかクラブ

米田　達也 議員

田原　宏二 議員

J
R
維
持
存
続
へ
本
市
の
取
り
組
み
は

答
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
た
上
で
利
用
促
進
策
を
講
じ
る

答
不
用
額
が
出
れ
ば
補
正
予
算
で
減
額
し
て
い
る

※
特
定
空
き
家
…
放
置
す
れ
ば
倒
壊
等
の
恐
れ
が
あ
り
、
著
し
く
保
安
上
危
険
な
状
態
と
認
め
ら
れ
る
空
家
等

　経費を最小限に抑える創意
工夫を徹底的に続けていく

姿勢こそが大切。

議員のひとこと

地域の交通の要として守っていかねばな
りません

安全で安心し
て暮らせるま

ちを！

議員の
ひとこと

日中でも動いていない公用車、減らせない？
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■一般質問

問　
市
長
総
括
説
明
の
中
で
、

市
の
経
営
改
革
で
の
各
部
長

へ
の
権
限
と
責
任
の
委
譲
に

よ
る
自
律
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
ど
う
行
う
の
か

答
　
行
政
改
革
の
推
進
で
あ

り
、
職
員
に
と
っ
て
身
近
で

自
分
事
に
な
る
よ
う
に
、
包

括
予
算
の
導
入
や
組
織
の
再

編
を
検
討
し
て
い
る
。

問　
D
X
推
進
部
が
ト
ッ
プ

下
で
意
向
を
し
っ
か
り
と
受

け
止
め
て
仕
事
を
し

て
い
く
こ
と
を
目
指

す
こ
と
、
そ
し
て
力

強
い
組
織
改
革
へ
取

り
組
ん
で
い
く
と
い

う
考
え
方
で
い
い
の

か答
　
時
間
を
か
け
て

や
る
べ
き
問
題
で
は

な
く
、
早
急
に
内
容

が
実
現
で
き
る
よ
う

に
組
織
づ
く
り
を
行

う
。

問　
コ
ロ
ナ
に
よ
り
催
し
や

事
業
を
や
む
な
く
中
止
し
て

き
た
。
市
民
お
よ
び
各
種
団

体
に
よ
る
文
化
・
芸
術
・
ス

ポ
ー
ツ
に
対
し
て
応
援
、
支

援
を
行
う
べ
き
で
は

答
　
知
恵
を
絞
っ
て
、
で
き

る
限
り
市
民
の
声
を
聞
き
な

が
ら
予
算
化
を
検
討
し
た
い
。

問　
観
光
施
策
で
の
新
た
な

戦
略
と
し
て
、
魅
力
あ
る
文

化
、
芸
術
部
門
へ
の
支
援
に

つ
い
て
ど
う
考
え
て
る
の
か

答
　
食
、
自
然
、
温
泉
、
文

化
芸
術
、
城
下
町
、
伝
統
産

業
を
際
立
た
せ
て
、
杞
柳
細

工
・
出
石
焼
な
ど
も
含
め
た

六
面
体
の
資
源
を
活
用
し
て

地
域
の
産
業
と
観
光
と
の
接

点
を
つ
く
り
交
流
を
生
み
出

し
た
い
。

問　
域
内
の
経
済
を
復
活
さ

せ
る
の
は
、
既
存
の
メ
ー
カ

ー
を
元
気
に
さ
せ
る
支
援
策

だ
と
考
え
る
が
ど
う
か

答
　
市
の
施
策
ス
テ
ッ
プ
ア

ッ
プ
は
少
し
で
も
事
業
者
に

対
し
て
応
援
し
よ
う
と
い
う

の
が
趣
旨
で
あ
る
。
う
ま
く

活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
観
光
施
策

問　
当
初
予
算
編
成
時
の
想

定
と
現
在
の
状
況
で
は
随
分

乖か
い
離り

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、

施
策
実
施
に
あ
た
り
ど
の
よ

う
に
対
応
し
て
い
る
の
か

答
　
国
内
旅
行
に
関
し
て
は
、

2
回
補
正
予
算
を
お
願
い
し

て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
反
転
攻

勢
支
援
事
業
を
実
施
し
て
い

る
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
関
し

て
は
、
水
際
対
策
緩
和
を
考

慮
し
つ
つ
、
ウ
エ
ル
カ
ム
動

画
の
配
信
を
行
っ
て
い
る
。

農
業
施
策

問　
農
業
施
策
は
、
情
報
戦

略
が
重
要
と
考
え
る
が
、
現

在
の
取
り
組
み
と
今
後
の
方

針
は
ど
う
か

答
　
2
0
2
2
年
ま
で
に
農

業
ビ
ジ
ョ
ン
認
知
度
5

割
を
目
標
と
し
て
い
た

が
、
現
状
は
低
く
、
さ

ら
な
る
情
報
発
信
の
必

要
性
を
痛
感
し
て
い
る
。

今
後
は
、
庁
内
情
報
戦

略
部
門
と
連
携
し
て
効

果
的
な
情
報
発
信
に
努

め
た
い
。

問　
農
業
の
担
い
手
不

足
が
一
番
の
問
題
と
考

え
る
が
、
現
在
の
状
況

と
今
後
の
方
針
は

答
　
農
業
ス
ク
ー
ル
卒

業
生
が
、
各
方
面
で
活
躍
し

て
い
る
。
今
後
は
、
土
地
利

用
型
農
業
の
後
継
者
育
成
を

強
め
る
必
要
が
あ
る
中
で
、

集
落
営
農
組
織
へ
の
人
材
投

入
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

小
中
学
校
の
施
設
管
理

問　
統
合
が
検
討
さ
れ
て
い

る
学
校
か
ら
修
繕
・
改
修
の

要
望
が
あ
っ
た
際
の
方
針
は

答
　
代
替
措
置
が
で
き
ず
、

教
育
上
に
影
響
が
あ
る
よ
う

な
も
の
は
修
繕
・
改
修
し
て

い
く
。

無
形
民
俗
文
化
財

問　
存
続
が
厳
し
く
な
っ
て

い
る
団
体
を
ど
の
よ
う
に
存

続
さ
せ
て
い
こ
う
と
し
て
い

る
の
か

答
　
問
題
は
認
識
し
て
い
る
。

助
成
金
の
紹
介
・
相
談
に
関

わ
り
、
文
化
財
の
継
承
に
努

め
て
い
き
た
い
。

力
強
い
組
織
改
革
を
取
り
組
む
の
か
？

豊義会

令和とよおかクラブ

森垣　康平 議員

田中藤一郎 議員

コ
ロ
ナ
禍
で
の
観
光
施
策
は

答
動
画
配
信
な
ど
誘
客
活
動
を
順
次
開
始
し
て
い
る

答
早
急
に
内
容
が
実
現
で
き
る
組
織
づ
く
り
を
や
る

各部長も市長のも
と、やっていくとの確認
も取れた。「主人公は市
民」のためにしっかり

とやっていただき   
たい。

議員のひとこと

内外に向けての集客を目的とした玄武洞ライトアップ

豊岡にはすばらしい文化芸術がある（出石焼）
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■一般質問

問　
こ
の
9
月
議
会
の
開
会

日
に
平
和
都
市
宣
言
が
議
決

さ
れ
た
。
歓
迎
す
る
声
、
さ

っ
そ
く
宣
言
の
具
体
化
を
求

め
る
声
も
あ
る
が
、
ど
う
応

え
る
か

答
　
い
ま
だ
終
結
が
見
え
な

い
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
を
は
じ
め
と
す
る
世

界
情
勢
の
緊
迫
化
を
踏
ま
え
、

本
市
議
会
で
平
和
都
市
宣
言

が
議
決
さ
れ
た
こ
と
は
、
ま

さ
に
時じ

宜ぎ

を
得
た
も
の
と
感

じ
て
い
る
。

　
平
和
都
市
宣
言
に
基
づ
く

具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、
本
市
が
定
め
る
「
い

の
ち
へ
の
共
感
に
満
ち
た
ま

ち
づ
く
り
条
例
」
と
の
両
輪

で
、
他
市
町
の
実
践
例
を
研

究
し
た
上
で
検
討
し
て
い
く
。

問　
特
に
未
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
へ
の
平
和
の
教
育
に

も
役
立
て
て
ほ
し
い
と
思
う

が
、
本
市
の
平
和
教
育
に
ど

う
活
か
す
の
か

答
　
平
和
の
大
切
さ
に
つ
い

て
は
、
過
去
の
戦
争
や
憲
法

9
条
と
平
和
主
義
、
平
和
を

実
現
す
る
た
め
に
市
や
国
が

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
等
に

つ
い
て
知
り
、
話
し
合
い
を

通
し
て
考
え
を
深
め
て
い
る
。

　
修
学
旅
行
前
の
学
習
で
、

小
学
校
6
年
生
の
子
が
ロ
シ

ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
争
に

つ
い
て
「
原
爆
の
恐
ろ
し
さ

を
知
っ
て
い
る
の
は
日
本
し

か
あ
り
ま
せ
ん
」「
自
分
の

こ
と
と
し
て
捉
え
る
人
間
に

な
り
た
い
」
と
書
い
て
い
る
。

日
高
医
療
セ
ン
タ
ー
の

充
実

問　
眼
科
移
転
後
の
日
高
医

療
セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
豊
岡
病
院
組
合
は
素

案
を
つ
く
り
、
病
院
議
会
の

議
員
に
提
示
す
る
予
定
で
あ

る
。
ど
ん
ど
ん
縮
小
さ
れ
る

こ
と
に
市
民
は
不
安
を
感
じ

て
い
る
。
病
院
組
合
の
構
成

市
と
し
て
ど
う
考
え
る
か

答
　
市
と
し
て
は
、
豊
岡
病

院
、
日
高
医
療
セ
ン
タ
ー
、

出
石
医
療
セ
ン
タ
ー
の
３
病

院
が
連
携
・
役
割
分
担
し
な

が
ら
、
市
全
体
の
医
療
提
供

体
制
の
確
保
、
充
実
が
図
ら

れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

手
話
言
語
条
例
の
制
定

問　
手
話
は
聴
覚
障
害
児
・

者
に
と
っ
て
、
意
思
疎
通
を

図
る
重
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
一
つ
と
言
え

る
。
本
年
8
月
18
日
現
在
、

4
5
7
自
治
体
が
制
定
し
て

い
る
。
本
市
も
積
極
的
に
条

例
制
定
を
す
る
べ
き
だ
と
思

う
が
ど
う
か

答
　
ろ
う
あ
者
の
方
々
が
暮

ら
し
や
す
い
地
域
を
つ
く
る

た
め
、
手
話
言
語
条
例
な
ど

の
制
定
も
視
野
に
入
れ
て
検

討
し
て
い
る
。

ネ
ッ
ト
い
じ
め
対
策

問　
文
科
省
は
全
国
の
小
中

学
生
に
配
ら
れ
た
学
習
用
端

末
を
使
っ
た

「
ネ
ッ
ト
い
じ

め
」
が
相
次
い

で
い
る
と
の
報

告
。
他
市
の
教

育
委
員
会
で
は
、

い
じ
め
な
ど
の

相
談
が
で
き
る
機
能
を
端
末

に
導
入
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
る
が
、
本
市
の
対
策
は
ど

う
か

答
　
ネ
ッ
ト
い
じ
め
は
昨
年

19
件
で
、
い
じ
め
全
体
の
8

％
程
度
で
あ
る
。
県
教
育
委

員
会
が
S
N
S
で
相
談
で
き

る
シ
ス
テ
ム
を
持
っ
て
い
て
、

そ
れ
を
利
用
し
な
が
ら
、
い

よ
い
よ
市
独
自
で
行
う
必
要

性
が
生
じ
れ
ば
、
そ
の
時
に

考
え
て
い
き
た
い
。

子
ど
も
た
ち
の
安
全
対
策

問　
学
校
に
お
け
る
不
審
者

対
応
で
、
子
ど
も
た
ち
の
安

全
・
安
心
の
た
め
に
定
期
的

な
防
犯
訓
練
お
よ
び
警
察
へ

の
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
点

検
が
必
要
だ
と
思
う
が
ど
う

か答
　
各
学
校
の
防
犯
訓
練
は
、

過
去
3
年
以
内
に
実
施
が

74
・
4
%
、
緊
急
通
報
シ
ス

テ
ム
は
2
0
2
0
年
度
中
に

全
て
の
学
校
で
テ
ス
ト
を
終

え
、
不
具
合
が
あ
っ
た
学
校

は
改
善
を
図
っ
て
い
る
。

平
和
都
市
宣
言
を
ど
う
生
か
す
か

ひかり

日本共産党豊岡市会議員団

西田　　真 議員

須山　泰一 議員

豊
岡
市
も
手
話
言
語
条
例
の
制
定
を
！

答
手
話
言
語
条
例
の
制
定
に
向
け
て
検
討
し
て
い
る

答
「
い
の
ち
へ
の
共
感
～
」
条
例
と
の
両
輪
で
考
え
る

国連で「手話は言語であ
る」と定義。市も積極的
に条例制定を！

身近な公立病院　日高医
療センター

聴覚障害者の
ためにも早急に
条例制定をする
必要がある。

議員の
ひとこと

防犯訓練は100%実
施するべき。警察への
緊急通報システムは

常に正常である
べき。

議員のひとこと

“３病院の連携”これ
が大事だと思います。
病床削減で病院機能

が失われることの
ないように。

議員のひとこと
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■一般質問

日本共産党豊岡市会議員団
上田　伴子 議員

豊義会
小森　弘詞 議員

問　
手
当
に
つ
い
て
の
考
え

方
と
市
民
へ
の
周
知
に
つ
い

て
は
ど
う
か

答
　
精
神
的
、
経
済
的
負
担

の
軽
減
と
な
る
も
の
で
あ
り
、

市
民
へ
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
障
害
者
手
当
新
規
取
得

の
際
に
冊
子
配
布
し
て
概
要

説
明
を
し
て
い
る
。

問　
ケ
ア
マ
ネ
や
ヘ
ル
パ
ー

が
利
用
者
に
制
度
の
紹
介
を

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か

答
　
現
在
は
そ
う
な
っ
て
い

な
い
。
ケ
ア
マ
ネ
連
絡
会
等

の
関
係
機
関
と
連
携
し
て
周

知
に
努
め
て
い
く
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
解
消

問　
現
在
の
施
策
の
特
徴
は

何
か

答
　
①
無
意
識
の
決
め
つ
け

や
思
い
込
み
に
気
づ
い
て
も

ら
う
②
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

や
自
治
会
の
先
進
的
な
取
り

組
み
等
を
紹
介
し
、
啓
発
す

る
③
子
育
て
マ
マ
の
S
N
S

の
活
用
や
子
育
て
支
援
施
設

等
で
の
チ
ラ
シ
配
布
な
ど
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
ご
と
の
情
報
発

信
に
努
め
る
。

問　
2
0
2
1
年
度
の
施
策

で
成
果
の
あ
っ
た
も
の
は
何

か

答
　
地
域
で
は
、
役
員
の

選
考
で
男
女
の
バ
ラ
ン
ス

に
配
慮
す
る
女
性
役
員
の

参
画
を
規
約
に
入
れ
る
。

市
役
所
で
は
、
審
議
会
等

の
女
性
役
員
の
割
合
を
増

や
し
て
、
女
性
を
5
割
に

す
る
。
女
性
も
男
性
も
働

き
や
す
く
、
働
き
が
い
の

あ
る
職
場
へ
の
変
革
に
取

り
組
む
豊
岡
市
ワ
ー
ク
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
会
議
の

設
立
が
16
事
業
所
か
ら
82
事

業
所
に
増
加
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
職
員
意
識
調
査
や

女
性
研
修
で
、
女
性
職
員
の

配
属
、
役
割
の
配
分
に
偏
り

が
大
き
い
こ
と
が
明
ら
か
に

な
り
、
改
善
を
進
め
て
い
る
。

問　
昨
年
末
、
県
か
ら
老
人

ク
ラ
ブ
活
動
に
関
す
る
補
助

金
の
削
減
が
示
さ
れ
、
後
に

撤
回
さ
れ
た
。
老
人
ク
ラ
ブ

活
動
補
助
金
が
削
減
さ
れ
る

と
支
障
が
出
る
と
思
う
が
、

予
算
面
を
含
め
た
活
動
推
進

に
つ
い
て
の
見
解
は

答
　
老
人
ク
ラ
ブ
お
よ
び
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
、
高
齢

者
の
持
つ
活
力
を
活
か
し
、

豊
か
な
地
域
社
会
づ
く
り
の

推
進
に
必
要
不
可
欠
な
団
体
。

市
の
補
助
金
は
、
老
人
ク
ラ

ブ
活
動
の
継
続
の
た
め
に
必

要
な
支
援
策
と
考
え
る
。

　

小
・
中
学
校
区

問　
豊
岡
小
学
校
は
市
内
で

唯
一
、
中
学
校
進
学
時
に
南

北
中
学
校
２
つ
に
進
学
先
が

分
か
れ
る
。
こ
の
分
散
進
学

に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
で
は

答
　
現
在
の
状
況
に
は
課
題

が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

過
去
の
経
過
や
保
護
者
、
地

域
の
意
向
を
踏
ま
え 

、
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
よ
り
よ

い
教
育
環
境
と
な
る
よ
う
今

年
度
中
に
は
協
議
を
始
め
た

い
。防

災
対
策

問　
防
災
行
政
無
線
が
受
信

で
き
な
い
場
合

の
対
応
は

答
　
ア
ン
テ
ナ

を
い
っ
ぱ
い

に
伸
ば
し
た

り
、
受
信
機
の

移
動
を
お
願
い

し
て
い
る
。
そ
れ
で
も
良
好

に
電
波
を
受
信
で
き
な
い
場

合
、
業
者
と
訪
問
調
査
を
行

い
、
必
要
に
応
じ
、
屋
外
ア

ン
テ
ナ
を
設
置
す
る
対
応
を

取
っ
て
い
る
。

新
文
化
会
館
整
備

問　
住
宅
地
に
近
く
駐
車
場

か
ら
玄
関
へ
も
距
離
が
あ
る
。

送
迎
用
ロ
ー
タ
リ
ー
や
車
寄

せ
が
整
備
で
き
な
い
か

答
　
外
構
工
事
の
中
で
メ
リ

ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
整
理

し
て
検
討
す
る
。
施
設
整
備

面
や
外
構
に
関
し
て
取
り
入

れ
る
こ
と
が
可
能
な
も
の
は

取
り
入
れ
た
い
。

特
別
障
害
者
手
当
の
周
知
は

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
推
進
の
在
り
方
は

答
活
動
が
低
下
し
な
い
よ
う
側
面
的
に
支
援
す
る

答
対
象
と
な
る
方
へ
の
制
度
の
周
知
に
努
め
る

正確な情報収集は防災の
基本！受信状況を確認し
ましょう

老人クラブ活動の活性化に
より「健康寿命」「社会的

活躍寿命」を延ばしま
しょう！

議員のひとこと

特別障害者手当の必要な人に周知を

特別養護老人ホー
ム入所者以外の施
設入所の方も手当
受給できるので、
広く受給申請し

てください。

議員のひとこと

ジェンダーギャッ
プ解消の意識改革

はスピード感を
もって！

議員の
ひとこと
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写真下の 二次元バーコード で
質問の録画映像をご覧いただけます▼

■一般質問

※
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
…
二
〇
三
〇
年
ま
で
に
達
成
す
べ
き
持
続
可
能
な
開
発
目
標

※
ネ
オ
カ
ル
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
Ａ
…
自
然
、温
泉
、歴
史
、伝
統
、食
、文
化
に
健
康
機
能
を
加
え
た「
体
験
」の
新
ブ
ラ
ン
ド

前田　敦司 議員
つなぐ

岡本　昭治 議員
豊義会

問　
気
候
変
動
に
対
す
る
取

り
組
み
の
具
体
案
を
市
民
の

方
に
示
す
と
と
も
に
、
外
部

に
発
信
す
る
こ
と
で
、
環
境

意
識
の
高
い
自
治
体
と
し
て

他
市
と
の
差
別
化
を
図
る
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
る
が
、

気
候
変
動
に
対
す
る
姿
勢
は

答
　
気
候
変
動
対
策
は
、
本

市
に
お
い
て
も
喫
緊
の
課
題

と
認
識
を
し
て
い
る
。

問　
8
月
23
日
に
日
高
神
鍋

観
光
協
会
に
よ
る
、
気
候
変

動
×
観
光
に
つ
い
て
考
え
る

勉
強
会
が
開
催
さ
れ
た
。
市

の
率
直
な
感
想
は

答
　
今
後
市
が
ど
の
よ
う
な

率
先
行
動
を
起
こ
し
て
も
、

や
は
り
最
終
的
に
は
市
民
の

方
や
、
地
域
・
市
内
の
企
業

の
皆
さ
ん
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
方
に
協
力
い
た
だ
か
な
い

と
、
大
き
な
目
標
は
達
成
で

き
な
い
。
日
高
神
鍋
観
光
協

会
で
温
暖
化
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と

で
大
き
な
起
爆
剤
と
い
う
か
、

火
が
つ
い
た
と
感
じ
、
大
変

喜
ん
で
い
る
。
し
っ
か
り
と

歩
調
を
合
わ
せ
な
が
ら
歩
ん

で
い
き
た
い
。

ネ※

オ
カ
ル
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
Ａ

問　
健
康
寿
命
を
延
ば
す
取

り
組
み
と
し
て
、
ネ
オ
カ
ル

T
O
Y
O
O
K
A
と
い
う
事

業
が
大
交
流
課
、
健
康
増
進

課
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
の
3
つ
の
部
署
が
関
係
し

始
ま
っ
た
。
ど
の
よ
う
な
形

で
市
民
の
方
に
事
業
が

始
ま
っ
た
こ
と
を
伝
え

て
い
く
予
定
か

答
　
P
R
・
告
知
は
積

極
的
に
大
交
流
課
が
主

体
と
な
っ
て
進
め
て
い

く
。

問　
自
然
公
園
を
整
備
、

周
知
す
る
こ
と
で
自
然

を
活
か
し
た
地
域
と
し

て
魅
力
が
高
ま
る
と
考
え
る

が
ど
う
か

答
　
市
で
管
理
し
て
い
る
自

然
と
親
し
め
る
公
園
は
23
か

所
あ
る
。
適
切
な
維
持
管
理

を
行
い
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

そ
の
公
園
の
特
徴
的
な
も
の

を
上
げ
る
よ
う
に
今
後
検
討

し
て
い
き
た
い
。
　

監
査
委
員
か
ら
の
審
査

意
見
書
へ
の
対
応

問　
豊
岡
市
監
査
委
員
か
ら

の
指
導
事
項
に
お
い
て
、
昨

年
度
も
同
様
な
意
味
合
い
と

思
わ
れ
る
指
導
事
項
が
出
さ

れ
て
い
る
。
現
在
に
お
け
る

改
善
状
況
は
ど
う
か

答
　
会
計
事
務
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
改
定
す
る
と
と
も
に
、
全

庁
職
員
に
周
知
を
行
い
、
改

め
て
、
適
切
な
会
計
処
理
の

徹
底
を
求
め
た
。
特
に
、
支

払
い
遅
延
に
つ
い

て
は
、
今
年
に
入

っ
て
も
依
然
と
し

て
散
見
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
6
月
に

庁
内
グ
ル
ー
プ
ウ

エ
ア
で
防
止
の
周

知
を
図
っ
た
。

　
今
後
と
も
引
き

続
き
会
計
事
務
処

理
の
適
正
な
執
行

に
努
め
た
い
。

公
募
型
事
業
の
積
極
的

な
取
り
組
み

問　
公
募
型
事
業
に
つ
い
て

は
、
採
択
さ
れ
な
い
場
合
も

あ
る
が
、
応
募
し
積
極
的
に

行
う
姿
勢
が
評
価
さ
れ
る
と

考
え
る
。
職
員
が
い
ろ
ん
な

事
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
元

気
に
な
れ
ば
、
ま
ち
も
元
気

に
な
る
と
考
え
る
が
ど
う
か

答
　
国
か
ら
の
情
報
を
漏
れ

な
く
把
握
し
、
関
係
す
る
部

署
で
情
報
共
有
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

応
募
に
あ
た
っ
て
は
、
選
定

さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
財
源

確
保
に
つ
な
が
る
。
ま
た
、

本
市
の
魅
力
の
P
R
に
つ
な

が
る
な
ど
、
そ
の
効
果
を
十

分
に
検
討
し
、
費
用
対
効
果

を
見
極
め
な
が
ら
、
戦
略
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

S※
D
G
s
へ
の
取
り
組
み

問　
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰

な
ど
の
取
り
組
み
を
よ
り
進

展
さ
せ
る
た
め
に
も
、
国
の

S
D
G
s
未
来
都
市
事
業
な

ど
へ
の
応
募
が
必
要
と
考
え

る
が
ど
う
か

答
　
S
D
G
s
未
来
都
市

事
業
な
ど
へ
の
応
募
は
、

S
D
G
s
の
実
現
の
た
め
の

手
法
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え

る
。
メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ

ト
を
精
査
し
た
上
で
研
究
し

た
い
。

気
候
変
動
に
対
す
る
市
の
姿
勢
は

監
査
の
重
み
を
ど
う
感
じ
て
い
る
か

答
と
て
も
重
要
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る

答
対
策
は
喫
緊
の
課
題
と
認
識
を
し
て
い
る

楽しい生活習慣で健康に！ネオカル
TOYOOKAの記者発表

豊岡市でも取り組みたいSDGｓ関連事業

自然を活かした取
り組みがあふれ、
住みやすく健康
寿命の長いま   

ちへ。

議員のひとこと
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平和都市宣言に関する決議

　世界の恒久平和は、全ての人々の共通の願いです。
　しかし、最近の世界情勢を見ると今もなお、武力紛争が起こり、核兵器などの存在と拡散が、世
界の平和と人類の生存に深刻な脅威と不安を与えています。
　今を生きる私たちは、世界の全ての人々と手を携え、核兵器のない社会をつくるために、最大限
の努力を重ねていかなければなりません。
　私たちは、未来の子どもたちが、この自然豊かなふるさとで安全安心に暮らしていくこと、そして、
世界の全ての人々の恒久平和を希求し、ここに「平和都市」を宣言します。

　以上、決議する。
　　令和４年９月２日� 豊岡市議会　　　　　　

意
　
見
　
書

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
再
考
を
求
め
る
件

　
　

  

審
議
結
果　
否
決

〔
要　
旨
〕

　

2
0
2
3
年
10
月
実
施
が
予
定
さ
れ
る
消
費
税
の

「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
」
は
、
1
千
万
円
以
下
の
免
税
事

業
者
が
取
引
先
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
の
発
行
を
求
め
ら
れ

課
税
事
業
者
に
な
れ
ば
、
売
上
高
に
関
係
な
く
納
税
義

務
は
発
生
す
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
業
者
間
で
の
不

公
平
が
生
じ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
零
細
事
業
者
の

営
業
を
守
る
こ
と
は
、「
地
方
創
生
支
援
」
で
あ
り
、

制
度
導
入
は
、
地
方
に
お
け
る
経
済
活
動
活
性
化
に
逆

行
す
る
も
の
と
考
え
る
。
導
入
に
強
く
反
対
し
、
再
考

を
求
め
る
。

女
性
デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
を
強
力
に
推

進
す
る
た
め
の
支
援
を
求
め
る
件

�

審
議
結
果　
全
会
一
致
で
可
決

〔
要　
旨
〕

　

女
性
デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
に
つ
い
て
は
、
成
長
産
業

へ
の
円
滑
な
移
動
支
援
を
図
る
観
点
か
ら
極
め
て
重
要

で
あ
る
。
政
府
は
本
年
４
月
26
日
、「
女
性
デ
ジ
タ
ル

人
材
育
成
プ
ラ
ン
」
を
取
り
ま
と
め
、
女
性
の
デ
ジ
タ

ル
人
材
育
成
の
加
速
化
を
目
指
す
こ
と
と
し
た
。
政
府

に
お
い
て
は
、
地
方
に
お
け
る
女
性
デ
ジ
タ
ル
人
材
育

成
の
強
力
な
推
進
を
図
る
た
め
、
下
記
の
事
項
を
実
施

す
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　

記

①�

現
時
点
、
取
り
組
み
事
例
が
全
国
的
に
極
め
て
少
な

い
中
で
、
本
プ
ラ
ン
の
実
施
・
遂
行
に
お
い
て
、
自

治
体
規
模
に
合
わ
せ
た
取
り
組
み
や
す
い
参
考
事
例

を
国
と
し
て
積
極
的
に
発
信
す
る
こ
と
。

②�

テ
レ
ワ
ー
ク
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
分
野
の
就
労
は
離
れ

た
地
域
で
も
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
テ
レ
ワ
ー
ク

可
能
な
企
業
の
斡
旋
、
紹
介
に
つ
い
て
は
全
国
規
模

で
行
え
る
よ
う
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
形
成
す
る

こ
と
。

③�

全
国
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
、
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル
を

習
得
し
て
テ
レ
ワ
ー
ク
を
活
用
し
な
が
ら
就
労
が
で

き
、
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
Ｏ
Ｊ
Ｔ
等
に
よ
る
実

践
的
な
経
験
を
積
む
こ
と
が
で
き
る
機
会
を
提
供
す

る
こ
と
。

④�

テ
レ
ワ
ー
ク
の
定
着
・
促
進
に
向
け
て
の
全
国
的
な

導
入
支
援
体
制
を
い
ち
早
く
整
備
す
る
こ
と
。

⑤�

本
プ
ラ
ン
の
着
実
な
遂
行
の
た
め
の
十
分
な
予
算
を

確
保
す
る
こ
と
。

全会
一致

全会
一致

可決可決
平和都市宣言に関する決議を

全会一致で可決
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その後どうなった?!
６月定例会の委員会審査における主な委員会意見と回答

多くの市民の皆さんが傍聴にこられました

玄武洞公園ライトアップ事業
　事業効果を十分に検証し、玄武洞の新たな観光
価値を見定めた上で今後の実施について検討をさ
れたい。� （予算決算委員会）

子育て世帯への家計応援給付金の支給
　事業内容の周知をしっかりと行い、対象者の
申請漏れがおきないよう努められたい。
� （予算決算委員会）

今回のライトアップ事業に関しては、リニュー
アル当初に玄武洞公園の魅力を広くＰＲし、玄武
洞ファン、豊岡ファンを増やすこと、また観光需
要の取込みと市内宿泊の促進を目指し実施するも
のであり、現時点で来年度以降については、来園
者状況や市内外の反応等を把握した上で考えてい
きたい。� （大交流課）

該当者に対して個別にお知らせや申請案内
を送付している。併せて、市広報、防災行政無
線、ホームページによる周知を行っているとこ
ろである。
　万一、申請漏れが確認できた場合は、個々に
申請を促していきたいと考えている。�（市民課）

傍
聴
し
て
ひ
と
こ
と

　
他
に
も
多
く
の
ご
意
見
を
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
皆
さ
ま
か
ら
の
貴
重
な
ご
意
見

を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
今
後
の
議
会
運
営
等
に
生
か

し
て
ま
い
り
ま
す
。

※
原
文
の
ま
ま
掲
載
し
て
い
ま
す
。

市の運営施策について直接
聞くことができ、とても良かっ
たと思う。

各議員のがんばりが少し
わかった。

項目にもよるが、 打合せ通りの内容に
思えた。 もう少し踏み込んだ質問も
あった方がよいのでは。

カタカナ言葉が多すぎる。 議
員も職員もわかっているのか。
市民にわかる言葉で質問答
弁すべき。

市政発展のため努力願い
ます。

時間制約があるとは思うが、もう
少し職員も議員もゆっくり声を大き
くしてほしい。

市の将来をよく話して
ほしい。
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懇談会

総
務
委
員
会�

８
月
８
日

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
城
崎
（
城
崎
中
学
生
）

と
の
懇
談
会

　
「
豊
岡
市
の
い
い
と
こ
ろ
は
何
で
す

か
」「
初
め
て
議
場
に
入
っ
た
時
の
気

持
ち
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
」「
議
員

に
な
っ
て
何
年
で
す
か
」
な
ど
と
な

か
な
か
厳
し
い
質
問
を
中
学
生
か
ら

受
け
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
城
崎
の
夏
の
定
例

行
事
「
城
崎
中
学
生
の
企

業
見
学
と
市
役
所
訪
問
」。

そ
の
中
の
議
場
見
学
の
機

会
を
活
用
し
た
総
務
委
員

会
と
の
懇
談
の
依
頼
に
快

く
応
じ
て
い
た
だ
き
、
議

場
で
の
懇
談
会
の
開
催
が

実
現
。

　

城
崎
中
学
生
の
13
人
は

議
員
席
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
城
崎
の
宮
下
会
長
を
は

じ
め
役
員
の
皆
さ
ん
、
学

び
の
つ
な
が
り
部
（
河
原

部
長
）
の
皆
さ
ん
、
生
徒

の
保
護
者
お
よ
び
総
務
委

員
は
市
長
以
下
の
当
局
席

に
座
っ
た
。
全
員
に
議
席

札
が
用
意
さ
れ
、
参
加
者

か
ら
は
「
感
激
」
の
声
も

聞
こ
え
た
。

　

宮
下
会
長
か
ら
「
高
校

卒
業
と
同
時
に
豊
岡
を
離

れ
た
子
ど
も
た
ち
が
豊
岡
に
帰
っ
て

こ
な
い
。
特
に
女
性
の
率
が
低
い
。

ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
心
を
養
っ
て
も

ら
う
一
環
と
し
て
、
こ
の
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
る
」
と
の
説
明
も
あ
っ

た
。

　

こ
の
生
徒
の
中
か
ら
、
何
年
か
後

に
は
こ
の
議
場
に
立
つ
子
ど
も
が
出

る
こ
と
を
期
待
し
た
懇
談
会
だ
っ
た
。

文
教
民
生
委
員
会�

７
月
15
日

豊
岡
市
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
と
の
懇
談
会

　

豊
岡
市
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
は
、
素
晴

ら
し
い
故
郷
を
と
も

に
す
る
仲
間
と
交
流

を
深
め
、
高
齢
者

が
健
康
寿
命
を
延
ば

し
、
自
立
し
た
生
き

が
い
の
あ
る
生
活
を

実
現
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。
仲

間
と
と
も
に
継
続
的

な
健
康
活
動
を
通
し

て
、
生
き
生
き
と
し

た
活
動
を
行
う
こ
と

を
応
援
す
る
団
体

で
、
各
地
域
の
会
長

な
ど
8
名
の
方
と
意

見
交
換
を
し
た
。

　

初
め
に
活
動
の
紹

介
を
す
る
D
V
D
を
視
聴
し
た
あ
と
、

市
町
合
併
前
と
現
在
の
老
人
ク
ラ
ブ

の
数
、
会
員
数
の
推
移
を
説
明
い
た

だ
き
、
連
合
会
へ
の
未
加
入
の
現
状

と
課
題
、
老
人
会
離
れ
や
補
助
金
に

つ
い
て
意
見
を
き
い
た
。
ま
た
、
公

共
交
通
機
関
の
少
な
い
地
域
や
交
通

機
関
ま
で
距
離
の
あ
る
地
域
に
お
い

て
、
運
転
免
許
返
納
者
は
通
院
や
買

い
物
な
ど
移
動
手
段
の
確
保
が
難
し

く
な
っ
て
お
り
、
チ
ク
タ
ク
の
地
域
拡

大
や
タ
ク
シ
ー
券
な
ど
へ
の
補
助
を

望
む
声
も
上
が
っ
た
。

　

委
員
会
と
し
て
、
こ
の
懇
談
会
を

機
に
市
民
の
皆
さ
ん
が
「
い
つ
ま
で

も
、
生
き
生
き
し
た
自
分
で
い
ら
れ

る
」
た
め
の
ア
イ
デ
ア
を
探
り
、
ど

の
よ
う
な
支
援
が
で
き
る
の
か
考
え

て
い
き
た
い
。

生徒からは「もっと議員の皆さんと話したかった」の声も

いつまでも生き生きした自分でいられるために
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懇談会

建
設
経
済
委
員
会�

８
月
５
日

兵
庫
県
中
小
企
業
家
同
友
会
北
は
り

ま
支
部
と
の
懇
談
会

　

全
国
組
織
で
あ
る
中
小
企
業
家
同

友
会
（
以
下
同
友
会
）
は
、よ
い
会
社
・

よ
い
経
営
者
・
よ
い
経
営
環
境
の
実

現
を
目
的
と
し
て
、
県
下
に
11
支
部

あ
る
。
但
馬
全
域
は
北
は
り
ま
支
部

に
属
し
て
い
る
。

　

今
回
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
も
加
え
た

12
名
で
懇
談
を
行
っ
た
。
異
業
種
組

織
で
あ
る
た
め
「
労
働
人
口
の
流
出

防
止
」
と
「
地
域
内
経
済
循
環
」
の

２
つ
の
テ
ー
マ
を
意
見
交
換
の
中
心

と
し
た
。
ま
た
同
友
会
が
実
施
し
て

い
る
景
況
調
査
の
解
説
、
但
馬
地
域

の
特
性
に
つ
い
て
も
ご
教
授
い
た
だ

い
た
。

　

懇
談
で
は
、
市
内
で
事
業
を
さ
れ

る
中
、
後
継
者
問
題
や
雇
用
な
ど
直

面
し
て
い
る
課
題
や
現
在
の
取
り
組

み
状
況
は
大
変
興
味
深

く
、
今
後
の
市
政
に
お

い
て
参
考
に
す
べ
き
点

が
大
い
に
あ
っ
た
。

　

ま
た
参
加
事
業
者
か

ら
、
今
後
も
定
期
的
に

実
施
し
た
い
旨
、
申
し

出
も
い
た
だ
い
た
。

　

後
日
、
正
副
委
員
長

で
市
長
面
談
を
行
い
、

主
な
意
見
や
提
言
を
ま

と
め
た
市
の
経
済
環
境

に
つ
い
て
意
見
交
換
を

実
施
し
、
事
業
継
続
や

若
年
労
働
者
の
現
状
と

課
題
な
ど
の
情
報
共
有

を
し
、
今
後
の
市
政
運

営
に
お
い
て
検
討
い
た

だ
く
よ
う
伝
え
た
。

建
設
経
済
委
員
会�

９
月
29
日

日
高
經
友
会
と
の
懇
談

会
　

日
高
經
友
会
は
、
日

高
町
内
の
事
業
者
で
組

織
さ
れ
て
い
る
異
業
種

経
済
団
体
で
あ
り
今
年

創
立
48
年
。
毎
月
例
会

を
開
催
し
、
相
互
啓
発

し
な
が
ら
活
動
さ
れ
て

い
る
。

　

今
回
、
全
会
員
9
名

と
の
懇
談
を
行
っ
た
。

あ
ら
か
じ
め
「
コ
ロ
ナ

禍
の
中
小
零
細
企
業
施

策
」
と
「
専
門
職
大
学

や
演
劇
と
経
済
効
果
」

の
2
つ
の
テ
ー
マ
を
設

定
し
、
市
の
取
組
状
況

の
説
明
、
そ
の
後
、
意

見
交
換
を
行
っ
た
。

　

懇
談
で
は
、
市
内
で

事
業
を
さ
れ
る
中
、
コ
ロ
ナ
禍
で
実
施

さ
れ
て
き
た
各
施
策
へ
の
感
想
や
意

見
を
聞
き
、
委
員
と
の
質
疑
の
中
で

為
替
や
物
価
高
の
現
状
や
課
題
、
補

助
金
募
集
の
あ
り
方
や
演
劇
祭
の
経

済
効
果
、
観
劇
し
た
感
想
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
話
を
聴
取
し
た
。
ま
た
今
後

の
市
政
に
お
い
て
留
意
す
べ
き
点
や

事
業
者
と
の
意
識
の
ズ
レ
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
提
言
も
い
た
だ
き
、
90
分
と

い
う
限
ら
れ
た
時
間
内
だ
っ
た
が
、

大
変
有
意
義
な
会
と
な
っ
た
。

　

後
日
、
正
副
委
員
長
で
主
な
意
見

や
提
言
を
ま
と
め
て
市
長
面
談
を
行

い
、
市
の
経
済
環
境
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
実
施
。
補
助
金
の
あ
り
方
や

現
状
、
演
劇
祭
や
大
学
へ
の
期
待
や

課
題
な
ど
情
報
を
共
有
し
、
今
後
の

市
政
運
営
へ
活
用
い
た
だ
く
よ
う
伝

え
た
。

兵庫県中小企業家同友会北はりま支部との懇談会の様子

活発な意見が飛び交う懇談会



▼
議
会
で
議
論
し
た
内
容
を
、
正
し

く
、
議
員
ひ
と
り
ひ
と
り
の
伝
え
た

い
事
を
、
文
字
数
の
制
限
が
あ
る
中

で
、
読
ん
で
い
た
だ
く
市
民
の
皆
さ

ま
に
「
分
か
り
や
す
い
紙
面
に
し
た

い
」
と
の
想
い
で
一
年
間
、
８
名
の

各
委
員
が
試
行
錯
誤
し
て
き
ま
し
た
。

▼
私
自
身
が
初
め
て
の
広
報
広
聴
特

別
委
員
会
で
し
た
の
で
、「
議
会
だ

よ
り
」と
し
て
完
成
を
み
る
ま
で
、す

べ
て
の
紙
面
作
り
に
お
い
て
委
員

（
議
員
）
の
手
で
作
ら
れ
て
い
た
こ

と
。
そ
し
て
思
い
の
ほ
か
大
変
な
の

だ
と
一
年
を
通
じ
、
実
感
し
ま
し
た
。

▼
今
後
と
も
、
よ
り
良
い
「
議
会
だ

よ
り
」
を
作
成
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
も
、
ご
意

見
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
さ
ら
に
読
み
や
す
い
「
議
会
だ

よ
り
」
と
な
れ
ば
何
よ
り
で
す
。

�

（
よ
ね
だ　

た
つ
や
）

編
集
後
記

20 ○

12月定例会の日程（予定）
開　　会 11月30日（水）

一般質問 12月12日（月）～15日（木）
常任委員会審査

（総務・文教民生・建設経済）12月19日（月）9:30～

常任委員会審査（予算決算） 12月15日（木）※1・23日（金）※2

特別委員会審査 12月23日（金）9:30～

閉　　会 12月27日（火）
※1　一般質問終了後に開催
※2　13時～

・�本会議は9時30分から市の議場で開催
します。

【傍聴について】
　新型コロナウイルス感染症の予防のた
め、マスクの着用、アルコール消毒などの
感染症対策にご協力をお願いします。ま
た、豊岡市議会インターネット中継によ
りパソコン、スマートフォンから審議のよ
うすを生中継でご覧いただけます。

■問合せ／豊岡市議会事務局
☎ 0796-23-1119

議
会
広
報
広
聴

　
　

特
別
委
員
会

一
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

義本みどり

小森弘詞 須山泰一 田原宏二前田敦司

前野文孝
副委員長

米田達也
委員長

芦田竹彦

とよおかプラスチックごみゼロ宣言

環境に配慮した商品の講習

豊岡市プラスチックごみ削減キックオフイベント

玄武洞公園ナイトイベントで踊るタップダンサー


